
 

 

  福富の地域に誇りをもち，自分の生き方を考える児童・生徒の育成 

～地域における探究活動と協働的な学びを通して～ 

系統的なルーブリックの作成 
・「主体性，協働性」について 

発達段階や実態に応じたルーブリックの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異学年集団での活動 
・導入の工夫「伝え，つなぐ」 上級生から 

 下級生へ 

・異学年との協働 

の機会の充実 

 

 
小中連携の工夫 
・小中合同の研究授業 

研修会 

・研究推進通信「FIT」 

・児童・生徒実態の共有 

 

地域における探究活動 
・積極的に地域へ 

・多様な視点 

 

単元構成の工夫 ～成果や課題を次年度に引き継ぐ～ 

・伝える時間 

   単元の導入では，上の 

学年が，昨年度学習した内 

容や成果と課題，今年度や 

りたいことや思い等を下の 

学年へ伝える時間を設け 

る。 

 

                                            ・引き継ぐ準備をする時間 

                                               単元の終末では，今年度 

の成果と課題，次年度でや 

りたいことなどを下の学年が 

まとめ，引き継ぐための準備 

をする時間を設ける。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の目標  自分たちの意見から，「ごみ問題」や「観光」，「ミコシギク」などのテーマを設定し，それぞれの 

グループが福富の魅力の現状について調べ，福富町のよさと課題を把握したうえで，福富の 

魅力を守る活動を計画し，実践していく。この活動を通して，自らさまざまな視点で考え， 

自他のよさを生かしながら協力して取り組むことができる。 

 

中学校１・２年生  福富の魅力を守ろう 

主体性を育成する工夫 協働性を育成する工夫 

課題設定の方法 
生徒自身が興味・関心の高い課題を設定

し，自分事として学習を 

進めるために，昨年度 

の内容の復習やアンケ 

ート結果を分析し，協議 

して課題を設定した。 

異学年集団での活動 
中学校１・２年生混成の 

グループを結成し，グループ 

ごとに違う課題について 

探究的な学習を行った。 

異学年グループで活動することで，学年の違

う生徒と協働する機会が増えた。 

課題別グループの結成，担当教員の配置 

設定した課題ごとに，１年生，２年生混成で４～５名の異学年グループを結成し

た。また，生徒がどのような思考の流れで課題を解決しようとしているか，正確に

把握するために，各グループに担当教員を配置した。 
 

積極的な地域人材・資源の活用
課題解決に必要な 

情報を，体験を通して 

収集するために，積極的 

に校外活動を計画， 

実施させた。 

思考ツールの活用 
情報の整理・分析の場面 

で，生徒の協働性を効率よく 

育成するため，各グループで 

自分の考えが可視化できる 

思考ツールを活用した。 

授業の振り返りより 

                                ・福富町の取組だけでなく，他県での取組を調べ，比較し

ていくことで，客観的な根拠をもって福富町のこれから

の取組に生かせることはないか検討している。 

 

                                ・グループ内で共通認識をもち，利用者にとって見やすい

パンフレットになるよう，どのような工夫をすればよいの

か合意形成を図っている様子がうかがえる。 

生徒の様子 

            

                         

            

            



 

 

単元の目標  「地域の人と協力していつも笑顔あふれる福富町」を目標に地域の人に話を聞いたりかかわったりす

ることを通して，地域の人々の町への思いを知るとともに，福富町の実態や現状から自分たちに何が

できるかを考え，実行しながら，課題解決に向けて異学年で協働的に取り組む態度を身に付ける。 

 
 

小学校５・６年生  夢の実現プロジェクト 

主体性を育成する工夫 協働性を育成する工夫 

児童による課題設定，学習活動の選択 

「地域の人と一緒に，笑顔あふれる福富町

をつくる」というテーマを児童自身が決め，活

動を考える際には，自分たちがやりたいこと

を選択させるとともに， 

内容を考える時間を 

十分設けるようにした。 

協働的な姿を生む 
明確な課題設定や場づくり 

 「みんなで目標を達成しよう」という意識を

育むため，導入時に明確な課題を全員で共

有する時間を設けた。また， 

互いにアドバイスを送り合う 

場等も設けた。 

 

 

 

 

地域への発信，アンケートの活用 
 地域行事や学習発表会，参観日等で表現 

活動を行い，地域へ発信。 

その際，QR コードを 

用いてアンケートも 

実施した。 

 

ICTの活用 
 Google のドキュメントを用いて，グループ内

で情報を共有しながら企画書を作成したり，

ジャムボードを活用して情報を 

整理したりと，協働の場面に 

おいて多く ICT を活用した。 

 

 

～児童の振り返り～ 

自然とみんなマスクからでも分かる笑顔になっていて，

達成感がありました。これからの学習でも，地域の人を笑

顔にできるよう頑張りたいです。 
 

～児童の振り返り～ 

他のグループの人たちからアドバイスをもらって，自分た

ちの欠点を知ったり，自分たちの活動を違う見方で見たり

することができた。 
 

授業の振り返りより 

                                ・ただ何となく「やりたいから」で進めるのではなく，「笑顔

あふれる福富町をつくる。」という大きな目標を達成す

るために，いつまでにどうしていけばよいのか，毎時間

小さな目標をもって学習に臨む姿が見られた。 

 

                                ・友達の意見を参考にし，改めて自分たちのグループの

案や意見を見直す姿から，自らの考えを客観的に捉え

ながら課題解決に取り組もうとしていることが分かる。 

 

児童の様子 



 

 

単元構想ストーリー 

 

 

１年生 ２年生 
地域との連携 

体験活動・資料 

児童の意識 

の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈地域との連携〉 

・道の駅 

 

 

 

 

 

 

〈地域との連

携〉 

・こども園の

先生 

 

 

 

〈地域との連携〉 

・道の駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈地域の連携〉 

・こども園の先生 

・年長さん 

・いろいろなものがあった

ね。 

・道の駅も小学校も，優しい

人が多かったね。 

 

 

・年長さんに小学校のことを

教えてあげたいな。 

・道の駅のことはよく分から

ないな。行ってみたいな。 

 

 

 

【１年生】 

・図書室は，楽しい本がいっ

ぱいあるから紹介したい

な。【地域】 

・校長先生に小・中学校の話

を聞きたいな。【地域】 

【２年生】 

・道の駅は，いろんなものを

売っているよ。【地域】 

・道の駅にはたくさんの人が

働いていたよ。【地域】 

 

・どうやったら分かりやすく

伝わるかなあ。 

 

・〇〇さんたちのグループの発

表は分かりやすいな。 

・自分たちの発表にも生かした

いなあ。 

・年長さんが聞いてくれてうれ

しかったよ。 

・年長さんが入学したときのた

めに，学校を大切にしていこ

う。どんなことができるかな。

【生き方】 

めざす児童・生徒像 

自分たちが生活する「福富小・中学校」と身近な公共施設のよさについて，周りの人に聞いたり，直接行っ

たりして調べ，学校や地域に愛着をもち，大切にしていこうとする児童 

 

〇昨年度，児童が作成した動画を見て，「今年も年長さんに

小・中学校や道の駅のことを教えたい。いろいろなことを調

べてみたい。」という課題意識をもつ。 

【１年生】 

〇学校のお気に入りの場

所を調べる。 

〇小学校に関わるもの

（校歌や校章など）や人

（校長先生など）につい

て調べる。 

【２年生】 

〇道の駅に行って，道の駅で調

べたい場所やものについて調

べる。 

○道の駅で，働いている人に話

を聞き，お店の工夫や思いにつ

いて調べる。 

〇小グループごとに，小・中学校と道の駅のよさや共通点を

交流し，調べたことをまとめる。 

〇調べたことをどのようにまとめるか，方法を考えたり，選

んだりする。 

〇自分たちが考えた発表内容を交流し，年長さんに内容が伝

わるか考える。 

〇小・中学校と道の駅について調べて分かったことを年長さ

んに発表する。（ポスター，写真，絵，マップなど） 

〇学習を振り返り，自分がこれからどのように生活していき

たいかまとめる。 

○１・２年生ごとに小グループを作り，互いに相手を意識し

ながら思いやりをもち，活動する。 

〇子どもたちが，こども園の先生に電話をして，「年長さんに

学校や道の駅のことを伝えたい。」と，お願いする。 

〇道の駅に行って，どんな場

所，人やものがあるか調べる。 

【ふくとみいいね！おしえたい！ 単元ストーリー】 福富小学校第１・２学年 

〇学校には，どんな場所や

人，ものがあるか調べる。 



 

 

 

 

 

３ 年 生 ４ 年 生 
地域との連携 

体験活動・資料 

児童の意識 

の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

＜資料＞ 

４年生作成の報

告用スライド 

 

 

＜地域との連携＞ 

きこりや 

賀茂地方森林組合 

福富支所 

竹仁地域センター 

久芳地域センター 

すいすい倶楽部 

広島大学 中坪教授 

しゃくなげ館 

NPO ひがしひろし

ま 

社会福祉協議会 

        

など 

 

〇昨年度の成果と課題に

ついて，３年生に分か

りやすいようまとめよ

う。 

〇森を手入れすることは

自然を守ることにつな

がっている。 

 

○自然や動物とともに生

きるためにどんなこと

ができるかな。 

 

○自分たちの行いたい活

動は，どのテーマに当

てはまるかな。 

 

○活動を行うために地域

の人に手伝ってもらい

たい。 

○実際に活動しただけで

はなく，続けることが

大切なのか。どうすれ

ば続けられるかな。 

 

○福富に住む人たちみん

なで，これからも福富

の自然を守っていきた

いな。【地域】 

〇活動を通して，これか

らの生活にも役立てよ

う。【生き方】 

 

○福富の自然を守るため

の活動を続けるために，

学習したことを整理し

ておこう。 

単元構想ストーリー 

 

 
 
調査 

 
 
体験 

【とも（共・友）にいきる（生・活） 単元ストーリー】 福富小学校第３・４学

年 

○昨年度の学習を振り返
り，３年生に伝える成果
と課題についてまとめ，
発表の準備をする。 

○昨年度の学習の成果と課題をもとに，自分たちの活動（しよう

としていたことを含む）は，「里山」というキーワードと関わ

りが深いことを確認する。福富町の自然を守り，豊かにするた

めに，どのようなことに取り組むかを考える。 

○「里山」という大きなテーマの中に，「森林」「田畑」「生き物」

という小さなテーマを定め，どんな活動（体験や調査）を行

いたいかをもとにグループを編成する。目的と活動とのつな

がりを明確にしながら学習の計画を立てる。 

○行った活動について誰に報告，紹介したいかを考える。それら

を踏まえて学習発表会において学習の報告，紹介を行い，保護

者に伝える。 

森林 生き物 田畑 

各 グ ル ー プ で の 活 動 

○総合的な学習の時間がど
のような時間なのかを理
解する。 

○今年度の学習を振り返り，

来年度の３年生に伝える

成果と課題についてまと

め，発表の準備をする。 

めざす児童像 

 福富町で自分の持ち味を生かした仕事や活動をしている人と出会い，その人たちの思いや考えを知ることで，

福富の地域の人達に誇りをもつことができる児童 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元構想ストーリー 

 
 

 

５ 年 生 ６ 年 生 
地域との連携 

体験活動・資料 

児童の意識 

の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

＜資料＞ 

・人口減少につ

いてのスライド 

・昨年度の動画     

 

 

 

 

＜地域との連携＞ 

・情報源にあたる人 

魅力をつくる人 

福富の伝統を継ぐ人 

 

      など 

 

 

 

 

＜地域との連携＞ 

保護者にアンケート 

 

 

 

＜地域との連携＞ 

お世話になった方々

や支所の人など 

 

 

〇去年は人口減少を抑え

るために，移住者に目

を向けて紹介しようと

したけれど，魅力を発

信することができなか

った。今年は地域の人

と一緒に町に関わって

いきながら発信にもつ

なげていきたい。 

 

〇地域の人を巻き込んで

「笑顔あふれる福富

町」にするために，どん

なことができるだろう

か。 

 

〇福富町をきれいにした

り，自分たちがイベン

トに参加して盛り上げ

たり，福富町をアピー

ルしたりすることで，

笑顔あふれる町に近づ

かないかな。 

 

〇いろいろやってみたけ

れど，他の人は自分た

ちがしたことをどう思

ったのかな。聞いてみ

たい。 

 

〇聞いたことから改善点

が見つかった。次こそ

地域の人を巻き込んで

ぼくたちの手で笑顔あ

ふれる町にしていく

ぞ。 

 

〇地域の人と一緒に「笑

顔あふれる福富町」を

これからも作っていき

たい。【地域】 

〇この学習を通して，こ

れからに役立ついろい

ろな力を伸ばすことが

できた。【生き方】 

 

〇来年度は今年度の課題

をもとにまた何ができ

るか考えていきたい。 

めざす児童・生徒像 

「地域に住む人とともに笑顔あふれる町づくりをしたい」という思いをもち，自分たちにできる活動を考え，

実行することを通して，この町に住む人々の思いや願いに気付き，福富町をよりよくしていきたいという意識

を高めるとともに，学びを自らの生き方につなげようとする児童 

 

【夢の実現プロジェクトｆ 単元ストーリー】 福富小学校第５・６学年 

○グループによって発表や展示等を計画し，アクアフェスタに

参加する。今年度企画側での参加が難しい場合，客として参

加をし，アクアフェスタで情報を収集する。 

○昨年度の学習を振り返
り，課題や今年度どうし
ていきたいかを考え，５
年生に伝えるための準備
をする。 

○昨年度の課題や６年生の思いを５年生が聞き，「地域と協力し

て笑顔あふれる福富町」を目指すためにできることを考え，

グループに分かれる。その際，「笑顔あふれる町」のイメージ

を明確にし，全体で共有することで，同じ目標に向かって活

動に取り組めるようにする。今年度はより自分事として町に

積極的にかかわるため，「自分たちがよりよい町づくりに貢献

する」という視点をもち，できることを考え，計画を立てる。 

○アクアフェスタでの成果や課題を踏まえ，学習発表会におい

て学習の中間報告を行い，保護者に伝える。 

○探究的な学習の結果や地域の方の思いや願い等を整理し，今

年度の学習を基に，来年度のよりよい方向性へ向けてまとめ

をする。 

〇今年度の成果や課題，６

年生からの思いを引き継

ぎ，次年度の５年生へ伝

える準備をする。 

各グループでの活動 

〇１年間の学習を通して身についた資質・能力についてまとめ

る。 

○アクアフェスタでの経験や保護者からの意見をもとに，児童

主催でのイベントを企画，開催する。 



 

 

 

 

 

１ 年 生 ２ 年 生 
地域との連携 

体験活動・資料 

生徒の意識の流れ 
【自己の生き方を考える力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

  

      

 

 

 

 

 

 

＜資料＞ 

事前アンケート

集計結果 

 

 

 

 

＜地域との連携＞ 

情報源にあたる人 

道の駅 

しゃくなげ館 

福富グラウンド 

福富パークゴルフ場 

福富支所 

竹仁地域センター 

久芳地域センター 

カドーレ 

ラベンダーはうす 

ONGEE HOUSE 

カントリーグレイン 

きこりや 

       など 

〇昨年度の成果と課題に

ついて，１学年に分か

りやすいようまとめよ

う。 

 

 

〇福富町の課題は何だろ

う。（人口減少・少子高

齢化・ごみ問題） 

○福富町の魅力を守るた

めにはどうすればよい

だろう。 

 

○魅力の現状を知るため

には，どのような方法

があるだろう。 

○収集した情報は正しい

かどうか確認しよう。 

 

 

○魅力を守るために，私

たちができることはや

っていこう。 

 

 

 

 

○他グループに聞いても

らって分かりにくいと

ころを改善しよう。 

 

 

 

○地域の魅力を守る活動

を通して，地域に貢献

することができた。【地

域】 

 

〇自分たちの学びを，次

につなげてもらいた

い。 

〇この活動を通して，こ

れからの生活にも役立

つ力が身に付いた。【生

き方】 

○調べたことを次年度に

生かせるよう整理して

おこう。 

めざす児童・生徒像 

 福富の魅力について再発見し，それらを発信する学習を通して，福富の地域に誇りをもち，地域に貢献しよ

うとする意識を高めるとともに，自らさまざまな視点で考え，自他のよさを生かしながら協力して課題解決に

取り組むことができる生徒 

単元構想ストーリー  【福富の魅力を守ろう】 福富中学校第１・２学年 

 

 

 ○昨年度の学習を振り返
り，１学年に伝える成果
と課題についてまとめ，
発表の準備をする。 

○昨年度の学習の成果と課題，事前のアンケートの集計結果か

ら，福富町の魅力について再確認する。課題（人口減少・少子

高齢化・ごみ問題）を改善するために，魅力を守っていく必要

がある。魅力ごとにグループを編成し，福富町を守るためには

どうすればよいか考える。 

○テーマごとに担当を決め，福富の魅力を守っていくためには

どうすればよいか，学習の計画を立てる。昨年度のグループ

にこだわらず，実態に即して新たなグループを編成する。 

 

○地域の方々へのインタビューや調査活動から，集めた情報の

分析や検証を行い，まとめたうえで，中間発表会を行う。 

○発見した課題をもとに，地域に貢献できる活動を考え，実践していく。 

 ・地域の方々を招いて講演会を開き，福富町の魅力・課題を伝え，共にできる

活動を計画する。 

 ・福富町の魅力マップを作り，町内の様々な施設・事業所に設置してもらう。 

 ・魅力を市の広報誌に掲載してもらえるよう交渉する。 

 ・企画を支所に持ち込み，検討してもらう。など 

○次年度に向けて，成果
と課題をまとめてお
く。 
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各 グ ル ー プ で の 活 動 

○活動を通して身に付いた資質・能力についてまとめる。 

○活動内容，成果と課題についてまとめ，発表を通して情報を共有する。 



 

 

 

 

 

学習活動 
地域との連携 

体験活動・資料 

生徒の意識 

の流れ 

 

      

＜資料＞             

・昨年度の１・２

年発表資料 

 

                       

         

 

 

＜資料＞ 

・福富町人口の推移が分

かるデータ 

・他市町村の地域活性化

の取組が分かるもの

（新聞記事など） 

・「第Ⅱ期 広島中山間

地域地域振興計画」 

 

＜地域との連携＞ 

・福富支所 

・道の駅 

・しゃくなげ館 

・各分野でお話を聞くこ

とが可能な方 

・学校運営協議会 

       など 

 

 

 

 

 

〇昨年度，さまざまな分野で，魅

力を再発見することができた。

魅力あるまちづくりにどう生か

していけばよいだろうか。 

〇将来的に福富町がどうなってい

くとよいだろうか。 

 

 

 

〇福富町にある資源の有効活用は

できないだろうか。 

〇移住する人には，福富町の魅力

を分かったうえで来てほしい。 

〇アクアフェスタで広報活動をす

ることはできないだろうか。 

〇信ぴょう性を高めるためには， 

過去のデータなどの資料を活 

用して，まとめる必要がある 

だろう。 

〇自分たちの仮説が正しいか（現

実的か）検証するためには，専

門的な知識がある人に聞いてみ

るといいのではないか。 

 

〇発表してみて，改善する点に気

付いた。 

〇発表内容をさらに吟味しよう。 

〇次年度に向けて，また地域にと

って参考になる発信ができただ

ろうか。 

〇学習を通して，これから役立つ

力を伸ばすことができる。 

          【生き方】 

〇福富町で生きていく人間とし

て，地域活性化のためにできる

ことがないか，これからも考え

ていきたい。    【地域】 

単元構想ストーリー  【福富提言】 福富中学校第３学年 

 

 

めざす児童・生徒像 

 福富のよりよい未来に向けて，発展的なテーマを設定・発信する学習を通して，福富の地域に誇りをもち，

地域に貢献しようとする意識を高めるとともに，仮説→検証→結論といった思考の手順を導き出し，議論した

うえで合意形成をすることができる生徒 

〇昨年度の学習を振り返る。 

 ・各グループで調べたこと（福富町の魅力）を再 

確認し，「魅力あるまちづくり」について意見を 

出し合う。 

・さまざまな視点，立場から考えてみる。 

・「何のために」という根拠も併せて考える。 

・家族の意見も参考にする。 

・課題と思われる点，現状を明確に認識するよ

うにする。 

〇「福富提言」に取り組むことで身に付いた資質・

能力についてまとめ，今後の生き方に生かそうと

している。 

〇現在，課題と考えられる点（人口減少，少子高齢

化）も踏まえて，将来の魅力ある町づくりのため

に，どのようなことができるか考える。 

    ↓ 

〇内容のうえから分類すると，どのようなグループ

分けができるか考える。 

〇文化発表会で中間発表を行う。 

 グループごとに，現時点での取組内容を発表する。 

〇３つのグループ（住まい，農業・特産品，生活）

に分かれ，仮説を立てる。 

「 ～ することができれば，もっと魅力ある町づ

くりにつながるのではないか。」 

 検証の方法を考え，取組を進める。 

〇各取組における課題となる点を，各専門分野の方

（学校運営協議会）にお聞きし，改善を図る。 

〇中学１・２年生及び地域の方に向けて，「福富提言」

を発信する。（例：支所や道の駅での展示） 


